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連
隊
は
、
令
和
５
年
３
月
15
日
（
水
）
駐
屯
地

体
育
館
に
お
い
て
第
２
中
隊
の
隊
旗
返
還
行
事
を

実
施
し
た
。
第
２
中
隊
長
尾
身
３
佐
よ
り
、
連
隊

長
へ
中
隊
旗
が
手
渡
さ
れ
、
発
足
か
ら
27
年
の
歴

史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。

ま
た
、
隊
旗
返
還
行
事
に
先
立
ち
、
令
和
５
年

３
月
13
日
（
月
）
連
隊
改
編
に
伴
う
異
動
に
よ
り

第
２
中
隊
か
ら
11
名
の
隊
員
が
第
５
地
対
艦
ミ
サ

イ
ル
連
隊
（
健
軍
）
へ
旅
立
っ
た
。

第
２
中
隊
長
尾
身
３
佐
は
、
「
第
２
中
隊
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
」
と
の
言
葉

を
残
し
、
最
後
の
挨
拶
と
し
た
。

、
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連
隊
は
、
令
和
５
年
１
月
16
日
（
月
）
～
20
日
（
金
）
の
間
、
東
北
方

面
特
科
隊
が
実
施
し
た
令
和
４
年
度
隊
小
火
器
射
撃
競
技
会
に
参
加
し
た

本
競
技
会
は
、
隊
員
の
小
火
器
射
撃
の
練
度
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に

部
隊
の
士
気
及
び
団
結
の
強
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
基
本
射
撃
、

至
近
距
離
射
撃
及
び
拳
銃
射
撃
を
競
技
種
目
と
し
て
中
隊
対
抗
方
式
で
実

施
さ
れ
た
。

競
技
の
結
果
、
令
和
４
年
度
（
令
和
５
年
３
月
15
日
）
で
廃
止
と
な
っ

た
第
２
中
隊
が
中
隊
対
抗
の
部
で
優
勝
し
、
個
人
の
部
（
基
本
射
撃
）
に

お
い
て
は
第
２
中
隊
佐
々
木
２
曹
、
（
拳
銃
射
撃
）
で
第
２
中
隊
長
尾
身

３
佐
が
第
１
位
の
成
果
を
獲
得
し
、
有
終
の
美
を
飾
っ
た
。

特
科
隊
長
初
度
視
察

。

連
隊
は
、
令
和
４
年
12
月
20
日
（
火
）
～
22
日
（
木
）
の
間
、
青
森
県

三
沢
市
で
発
生
し
た
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
伴
う
県
の
災
害
派

遣
要
請
を
受
け
た
第
９
師
団
か
ら
の
命
令
に
基
づ
き
、
災
害
派
遣
活
動
を

実
施
し
、
被
害
の
拡
大
防
止
に
寄
与
し
た
。

第
3
回
連
隊
訓
練

令
和
４
年
度
隊
小
火
器
射
撃
競
技
会

連
隊
は
、
令
和
５
年
３
月
22
日
（
水
）
～
３

月
27
日
（
月
）
の
間
、
岩
手
山
演
習
場
に
お
い

て
第
３
回
連
隊
訓
練
を
実
施
し
た
。
本
訓
練
は

１
ｔ
土
嚢
を
利
用
し
た
築
城
及
び
自
衛
警
戒
要

領
の
練
成
を
重
視
し
て

実
施
し
、
隊
員
個
々
の

戦
技
能
力
等
を
含
め
た

練
度
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
令
和
５
年
度
に

実
施
さ
れ
る
連
隊
訓
練

検
閲
を
見
据
え
、
充
実

し
た
成
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

１ｔ土嚢を活用した築城対機甲戦闘

不審者対処要領

幹部挨拶

状況報告

初度巡視

連
隊
創
立
27
周
年
記
念
行
事

記念写真

基本射撃

至近距離射撃

拳銃射撃

作戦会議

タイベックスーツへの着替え

現地作業

令
和
４
年
度
第
２
回
対
地
実
射

（
12
・
7
㎜
重
機
関
銃
）
訓
練

連
隊
は
、
令
和
５
年

２
月
27
日
（
月
）
～
３

月
２
日
（
木
）
の
間
、

岩
手
山
演
習
場
に
お
い

て
令
和
４
年
度
第
２
回

対
地
実
射
（
12
・
７
㎜

重
機
関
銃
）
訓
練
を
実

施
し
、
重
機
関
銃
の
取

扱
い
及
び
操
作
を
習
熟

さ
せ
る
と
と
も
に
、
警

戒
自
衛
戦
闘
能
力
を
向

上
さ
せ
た
。

対地ＭＧ実射

令
和
５
年
３
月
13
日
第
７
代
東
北
方
面
特
科
隊
長
と
し
て
、

丸
山

徳
一
１
等
陸
佐
が
着
任
し
、
統
率
方
針
に
「
任
務
必
達
」

要
望
事
項
に
「
一
射
絶
命
」
を
掲
げ
た
。
ま
た
、
「
如
何
な
る
状

況
で
あ
れ
、
本
職
は
諸
官
と
と
も
に
あ
り
、
諸
官
の
先
頭
に
立
っ

て
使
命
を
全
う
す
る
所
存
と
い
う
こ
と
を
こ
こ
に
誓
う
」
と
述
べ

着
任
の
辞
と
し
た
。

第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
は
令
和
５
年
４
月
３
日
（
月
）
初

度
視
察
を
受
察
し
、
部
隊
の
現
況
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
ご
指

導
を
頂
き
、
今
後
の
隊
務
運
営
の
資
と
し
た
。

連
隊
は
、
令
和
５
年
２

月
17
日
（
金
）
及
び
18

日
（
土
）
、
連
隊
創
立
27

周
年
記
念
行
事
を
実
施
し
、

連
隊
の
更
な
る
団
結
強
化

及
び
士
気
を
高
揚
さ
せ
た
。

こ
の
際
、
連
隊
の
発
展
に

貢
献
し
て
頂
い
た
関
係
者

（
Ｏ
Ｂ
会
役
員
等
）
を
招

待
し
て
祝
賀
会
を
開
催
し
、

懇
談
す
る
と
と
も
に
訓
練

風
景
を
ま
と
め
た
映
像
を

放
映
し
て
、
連
隊
に
対
す

る
よ
り
一
層
の
理
解
と
信

頼
感
を
醸
成
し
た
。

災
害
派
遣
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定年退官
山口曹長

私
の
趣
味
は
釣
り
で
す
。
釣
り
は
待
つ
の
が
苦
手
だ

か
ら
や
ら
な
い
と
い
う
方
が
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
釣

り
を
し
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

釣
り
は
楽
し
い
だ
け
で
な
く
、
新
鮮
で
高
級
な
魚
を
食

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
時
期
に
よ
っ
て
釣
れ
る
魚
が

変
わ
っ
て
き
て
青
森
県
だ
と
春
は
鯛
、
夏
は
鮃
、
秋
は

鯛
や
鮭
、
冬
は
ワ
カ
サ
ギ
や
サ
ク
ラ
マ
ス
を
釣
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
売
ら
れ
て
い
る
魚
よ
り
も
自
分
で
釣
っ

て
締
め
て
捌
い
た
魚
は
格
別
に
美
味
し
く
感
じ
、
ま
た

刺
身
や
鍋
等
自
分
で
作
り
た
い
様
々
な
料
理
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
釣
る
だ
け
の
楽
し
さ
で
終
わ
る
の
で

は
な
く
自
分
で
釣
っ
た
魚
を
好
き
な
料
理
に
変
え
ら
れ

る
と
い
う
魅
力
を
皆
さ
ん
も
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

自
己
流
筋
ト
レ
学

本
部
管
理
中
隊

栗
田
３
曹

私
は
１
月
18
日
か
ら
４
月
６
日
ま
で
の
間
、
武
器
学
校

で
実
施
さ
れ
た
初
級
部
隊
弾
薬
課
程
の
教
育
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
私
自
身
、
弾
薬
の
事
に
つ
い
て
興
味
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
係
業
務
の
向
上
そ
し
て

中
隊
で
は
不
発
弾
処
理
技
能
者
が
異
動
し
て
し
ま
い
不
在

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
為
、
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
教
育
で
は
、
火
薬
の
種
類
か
ら
始
ま
り
弾
丸
の
種

類
・
構
造
等
の
座
学
、
実
弾
を
使
っ
た
爆
破
訓
練
等
を
学

び
ま
し
た
。
部
隊
弾
薬
課
程
を
修
了
し
た
事
に
よ
り
、
自

分
の
人
生
の
道
も
広
が
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
学
ん
だ
知

識
を
活
か
し
て
部
隊
に
普
及
教
育
等
を
実
施
し
、
不
発
弾

処
理
技
能
者
と
し
て
、
も
し
不
発
弾
を
処
理
す
る
機
会
が

あ
っ
た
ら
部
隊
の
任
務
に
寄
与
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
４
月
に
北
海
道
で
行
わ
れ
た
第
１
特
科
団
戦
技

競
技
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
連
隊
の
測
量
と
し
て
は
初
め

て
の
参
加
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
不
安
に
駆
ら
れ
な
が
ら

競
技
会
に
臨
み
ま
し
た
。

競
技
会
の
内
容
は
、
天
体
観
測
、
慣
性
測
量
、
学
科
試

験
が
あ
り
ま
し
た
が
、
天
体
観
測
に
つ
い
て
は
連
隊
で
は

あ
ま
り
使
用
す
る
事
の
な
い
方
法
で
あ
り
、
手
探
り
状
態

の
中
、
練
成
を
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
中
隊
や
連
隊
の

方
々
の
協
力
も
あ
り
、
何
度
も
練
成
を
重
ね
、
要
領
や
動

作
を
確
立
し
、
本
番
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
番
で
は
失
敗
も
あ
り
ま
し
た
が
、
悔
い

な
く
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
こ
れ
か

ら
の
測
量
作
業
に
活
か
す
と
と
も
に
、
更
に
日
々
練
成
を

続
け
、
最
高
の
測
量
陸
曹
に
な
り
た
い
で
す
。

私
は
、
普
段
か
ら
常
に
戦
士
と
し
て
即
動
で
き
る
よ

う
に
筋
ト
レ
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
に
な
っ
て
い
ろ

い
ろ
な
人
か
ら
体
つ
き
が
変
わ
っ
た
ね
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
自
分
な
り
に
実
践
し
て
き

た
事
を
２
つ
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
１
つ
目
は
サ

プ
リ
メ
ン
ト
や
プ
ロ
テ
イ
ン
等
を
飲
む
よ
う
に
な
っ
た

事
、
２
つ
目
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
た
だ
負
荷
を
か
け
る

だ
け
で
な
く
、
正
し
い
フ
ォ
ー
ム
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
効

か
せ
る
事
の
追
求
で
す
。
ど
ち
ら
も
す
ぐ
に
は
効
果
が

で
ま
せ
ん
が
確
実
に
成
果
が
表
れ
て
き
ま
す
。
少
な
い

内
容
で
紹
介
し
か
出
来
な
く
て
残
念
で
す
が
、
ち
ょ
っ

と
で
も
気
に
な
っ
た
方
は
ぜ
ひ
私
と
一
緒
に
筋
ト
レ
を

し
て
「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ボ
デ
ィ
」
を
目
指
し
ま
せ
ん
か

？

私
の
趣
味
に
つ
い
て

本
部
管
理
中
隊

川
口
３
曹

中 隊 瓦 版

定年退官者紹介

陸
曹
長

山
口

吉
雄

永
年
の
勤
務

お
疲
れ
様
で
し
た
。

こんにちは赤ちゃん
令
和
５
年
１
月
15
日
誕
生

本
管
中
隊

伊
丹
士
長

部
隊
弾
薬
の
教
育
を
終
え
て

第
1
中
隊

恒
川
３
曹

団
戦
技
競
技
会
に
参
加
し
て

第
1
中
隊

及
川
３
曹

、
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各中隊下半期ベストソルジャー

第
２
特
科
連
隊
（
旭
川
）
か
ら

２
等
陸
曹

矢
口

友
洋

岩
手
地
方
協
力
本
部
（
岩
手
）
か
ら

２
等
陸
曹

宇
夫
方

優

第
1
特
科
群
（
北
千
歳
）
か
ら

３
等
陸
曹

岡
田

雄
樹

転
入
者
紹
介

転
出
者
紹
介

西
部
方
面
特
科
隊
（
湯
布
院
）
へ

３
等
陸
佐

尾
身

彰
久

第
５
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
（
健
軍
）
へ

陸
曹
長

金
見

則
行

２
等
陸
曹

大
端

敏
春

豊
川

和
久

３
等
陸
曹

丹
治

幸
平

大
場

潤

山
岸

雄
大

榎
本

紘
己

伊
藤

一
真

小
田
中

真

工
藤

貴
司

鶴
ケ
崎

翔
平

福
田

貴
仁

佐
藤

来
夢

佐
々
木

竜
太
郎

日
野

佳
人

小
杉
山

新

藤
原

雄
太

戸
澤

士

岩
手
駐
屯
地
業
務
隊
（
岩
手
）
へ

陸
曹
長

田
所

公
彦

東
北
方
面
総
監
部
付
隊
（
仙
台
）
へ

２
等
陸
曹

八
木
橋

め
ぐ
み

青
森
地
方
協
力
本
部
（
青
森
）
へ

２
等
陸
曹

堀
谷

信
治

第
９
化
学
防
護
隊
（
青
森
）
へ

３
等
陸
曹

白
戸

健
太

本
部
管
理
中
隊
中
島
２
曹
は

令
和
４
年
12
月
３
日
（
土
）
～

令
和
５
年
４
月
９
日
（
日
）
の

間
、
米
陸
軍
火
力
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

（
砲
兵
）
課
程
に
参
加
す
る
た

め
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
オ
ク
ラ

ホ
マ
州
へ
海
外
留
学
し
た
。

中
島
２
曹
は
、
本
留
学
で
シ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
ボ
ー
ド
（
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
知
識
を
測
る
面
接
試

験
）
に
自
ら
積
極
的
に
立
候
補

し
、
参
加
し
た
。
他
の
米
軍
参

加
者
は
土
台
が
あ
る
上
で
臨
ん

で
い
る
中
、
寝
る
間
を
惜
し
む

ひ
た
す
ら
な
努
力
と
熱
心
さ
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
、
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
ボ
ー
ド
に
参
加
す
る

日
本
人
留
学
生
と
し
て
初
め
て

表
彰
を
受
け
る
多
大
な
功
績
を

残
し
た
。

、

幹
部
任
官
者
紹
介

本部管理中隊
小野寺 舜

第１中隊
佐藤 哲也

本
部
管
理
中
隊

中
島
２
曹

各中隊、訓練・業務・支援等で下半期最も中隊を支えた隊員達

本
部
管
理
中
隊

川
口
３
曹

第
１
中
隊

佐
藤
３
曹


